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工業応用を志向した改良型亜鉛触媒によるエステル交換反応 

Transesterification Promoted by Improved Zinc Catalysts 
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触媒的エステル交換反応は、古典的なカルボン酸とアルコールの縮合反応に比べて、環境調和的

に高級エステル化合物を合成する有用な反応である。しかしながら、本反応において従来使用され

てきた金属触媒は、高い毒性やコスト、生成物への着色性などの問題を抱えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

一方、当研究室はこれまでに低毒性かつ安価な亜鉛を金属種としたトリフルオロ酢酸架橋亜鉛四

核クラスター触媒（1）を開発し、本クラスター触媒 1 がエステル交換反応において触媒活性を示

すことを報告している。しかしながら、本クラスター触媒 1は触媒活性や潮解性、触媒の再利用性

などにおいて改善の余地を残していた。 

今回、我々は含窒素複素芳香環化合物が亜鉛クラスター（1）の触媒活性を向上させるという研

究結果に着目し、亜鉛クラスター（1）に用いる添加剤を検討したところ、トリフルオロ酢酸亜鉛

とビスイミダゾール配位子から新規亜鉛錯体 2を開発することに成功した。本錯体 2は空気下にお

いて非常に安定で、高収率かつグラムスケールでの合成が可能であった。さらに、本錯体 2は従来

の亜鉛クラスター（1）よりも優れた安定性と触媒活性を示した。 

また、本反応の工業応用化を志向して、亜鉛触媒を担持した亜鉛担持型固相触媒 3の開発にも成

功した。本固相触媒 3は、錯体 2と同様に優れた安定性を示し、広範な反応溶媒において優れた触

媒活性や再利用性を示した。 
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